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【ＦＩ】
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   Ｇ０１Ｎ    1/22     　　　Ｍ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月8日(2015.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の気体媒質内の未知の有機化合物を検出する方法であって、
　第１の外層と、第２の外層と、微多孔性材料を含みかつ第１の外層と第２の外層との間
に配置された検出層と、を備える、第１のセンサ素子を準備する工程であって、前記第１
の外層又は前記第２の外層の少なくとも１つが、前記未知の有機化合物に透過性であり、
前記未知の有機化合物は、未知の化学的な素性を有し、前記第１のセンサ素子は、固定温
度（Ｔｏ）での第２の気体媒質における物理パラメータについての第１の基準応答（Ｒ１

ｏ）を有し、前記第２の気体媒質は、第１の気体媒質に実質的に等しい、工程と、
　前記第１のセンサ素子と実質的に同一の第２のセンサ素子を準備する工程であって、前
記第２のセンサ素子は、Ｔｏにおける第３の気体媒質中の前記未知の有機化合物の存在下
での前記物理パラメータについての第２の基準応答（Ｒ２

ｏ）を有し、前記第３の気体媒
質は、実質的に前記第１の気体媒質に等しい、工程と、
　複数の参照用正規化応答相関を備える参照用ライブラリを準備する工程であって、各参
照用正規化応答相関は、それぞれ異なる化学的な素性を有する異なる既知の参照用有機化
合物に対応し、各参照用正規化応答相関は、前記第１のセンサ素子と実質的に同一の参照
用センサ素子をそれぞれ用いて決定され、各参照用正規化応答相関は、既知の各参照用有
機化合物の各可変濃度（Ｃｒｅｆ

ｖａｒ）をそれぞれの量
　（Ｒｒｅｆ

ｖａｒ－Ｒｒｅｆ
ｏ）／Ｒｒｅｆ

ｏと関係づけ、
　Ｒｒｅｆ

ｖａｒは、Ｔｏにおける各第４の気体媒質中の既知の前記各参照用有機化合物
の各可変濃度Ｃｒｅｆ

ｖａｒにおける前記物理パラメータについての各参照用センサ素子
の応答であり、第４の気体媒質は、実質的に第１の気体媒質に等しく、各参照用センサ素
子に対するＲｒｅｆ

ｏは、Ｔｏにおける前記第４の気体媒質中の基準応答に対応する、工
程と、
　前記第１の気体媒質及び前記未知の有機化合物を含む雰囲気サンプルを取得する工程で
あって、前記未知の有機化合物は、前記雰囲気サンプル中に雰囲気濃度（Ｃａｍｂ）で存



(2) JP 2015-500501 A5 2016.2.4

在する、工程と、
　前記雰囲気サンプルから第１の検体サンプルを調製する工程であって、前記第１の検体
サンプルは、前記第１の気体媒質に実質的に等しい第５の気体媒質中に第１の濃度（Ｃ１

）の前記未知の有機化合物を含み、Ｃ１は、Ｃａｍｂに対して既知である、工程と、
　前記雰囲気サンプルから第２の検体サンプルを調製する工程であって、前記第２の検体
サンプルは、実質的に前記第１の気体媒質に等しい第６の気体媒質中に第２の濃度（Ｃ２

）の前記未知の有機化合物を含み、Ｃ２は、Ｃａｍｂに対して既知であり、Ｃ１とＣ２と
は異なっており、Ｃ１もＣ２もゼロでない、工程と、
　前記第１のセンサ素子を前記第１の検体サンプルに曝露し、Ｔｏにおける前記物理パラ
メータについての前記第１のセンサ素子の第１の応答（Ｒ１）を計測し、第１の正規化応
答
　Ｒ１

ｎｏｒｍ＝（Ｒ１－Ｒ１
ｏ）／Ｒ１

ｏを得る工程と、
　前記第２のセンサ素子を前記第２の検体サンプルに曝露し、Ｔｏにおける物理パラメー
タについての前記第２のセンサ素子の第２の応答（Ｒ２）を計測し、第２の正規化応答
　Ｒ２

ｎｏｒｍ＝（Ｒ２－Ｒ２
ｏ）／Ｒ２

ｏを得る工程と、
　Ｃ１におけるＲ１

ｎｏｒｍ及びＣ２におけるＲ２
ｎｏｒｍを含むデータセットを、前記

参照用ライブラリ中の前記複数の参照用正規化応答相関と比較する工程と、
　前記参照用ライブラリ中の前記複数の参照用正規化応答相関の中から、最もよく前記デ
ータセットに一致する一致正規化応答相関を選択する工程と、
　前記一致正規化応答相関に対応する前記既知の参照用有機化合物の前記化学的な素性を
、前記未知の有機化合物に割り当てる工程と、
　前記一致正規化応答相関のＲ１

ｎｏｒｍに等しい正規化応答値に関連する参照用濃度Ｃ
ｒｅｆ

ｍを決定することにより、Ｃａｍｂを求め、その後、Ｃａｍｂ／Ｃ１に等しい既知
の因子をＣｒｅｆ

ｍに乗じる工程と、を含む、方法。
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